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松
山
先
生
、
名
は
直
蔵
、
字
は
子
方
、
春
城
は
そ
の
桃
で
あ

る
。
兵
庫
縣
明
石
市
二
番
丁
、
奮
明
石
藩
士
、
七
三
の
子
、
母
堂

一
聰
講
生

に

映

じ

た

松
山
先
生
の
億
ひ
出

十
一
年
五
月
か
ら
三
十
三
年
四
月
ま
で
は
萬
朝
報
に
、
そ
れ
ぞ
れ

主
筆
と
し
て
在
祉
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
新
聞
は
手
許
に
は
揃
っ
て

い
な
い
。
萬
朝
報
を
退
祉
し
て
同
年
七
月
に
朝
日
新
聞
に
再
入
祉

す
る
ま
で
の
間
に
、
三
十
二
年
の
最
初
の
支
那
旅
行
の
紀
行
「
燕

山
楚
水
」
を
出
版
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
涙
珠
唾
珠
に
次
ぐ

第
二
の
自
選
文
集
を
出
版
す
る
つ
も
り
で
、
雑
誌
新
聞
の
切
抜
や

謄
寓
原
稿
を
集
め
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
目
次
や
表
紙
の
原
稿

も
つ
い
て
い
る
が
、
紙
が
破
れ
て
書
名
の
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
豪
潤
日
報
、
萬
朝

報
か
ら
選
ん
だ
も
の
の
外
に
、
「
二
十
六
世
紀
」
、
「
國
力
」
な
ど

の
雑
誌
に
執
筆
し
た
も
の
が
見
え
て
居
り
、
燕
山
楚
水
に
附
録
さ

れ
て
い
る
萬
域
論
纂
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
の
父
を
知
る
資
料
で

あ
る
。な
お
豪
鷺
日
報
は
、
昭
和
十
五
年
に
、
嘗
時
豪
北
大
學
に
居
ら

れ
た
誹
田
喜
一
郎
博
士
に
依
頼
し
て
捜
し
て
も
ら
っ
た
が
、
博
士

松

山

先

生

中

月

幸

は

苦

心

捜

訪

の

結

果

、

の

倉

庫

に

残

っ

て

い

た

の

を

猿
見
さ
れ
、
そ
れ
を
謄
寓
せ
し
め
て
送
っ
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
は

署
名
の
あ
る
も
の
の
外
、
無
署
名
の
も
の
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ

が
機
縁
と
な
っ
て
、
そ
の
豪
潤
日
報
は
紹
督
府
か
ら
閾
書
館
に
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
日
ど
う
な

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
。
つ
れ
に
し
て
も
こ
の
謄
窪
は
今
日
で

は
誠
に
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
。
豪
濶
日
報
で
は
父
は
湖
南
、
黒

頭
怠
者
、
黒
頭
の
筆
名
を
用
い
て
い
る
が
、
萬
朝
報
で
は
潜
夫
と

署
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
萬
朝
報
は
ど
こ
か
で
捜
し
て
調
べ
て

見
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
ま
だ
果
し
て
い
な
い
。

以
上
が
大
骰
私
の
手
許
に
あ
る
父
の
朝
日
新
聞
再
入
祉
ま
で
の

時
期
に
闘
す
る
資
料
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
私
は
目
下
父
の
全
集

刊
行
の
準
備
を
し
て
い
る
た
め
、
自
分
の
闊
心
の
ま
ま
に
、
こ
の

よ
う
な
も
の
を
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
無
味
乾
燥
の
文
字
で
讀
者

を
悩
ま
し
た
罪
を
謝
し
て
筆
を
掴
く
。

の

憶

ひ

出
は
幾
江
、
明
治
五
年
一
月
七
日
、
の
里
方
、
大
久
保
村
在
の

橋
本
氏
の
家
で
生
れ
ら
れ
た
。
先
生
二
十
三
歳
の
時
、
父
君
は
腹

九
六



部
の
腫
瘍
の
た
め
、
大
阪
の
高
安
病
院
て
歿
せ
ら
れ
た
の
で
、
家

を
撃
げ
て
、
東
京
小
石
川
侮
通
院
に
傍
に
移
ら
れ
た
。
明
治
三
十

五
年
、
廣
島
高
等
師
範
學
校
敦
授
と
な
っ
て
赴
任
。
廣
島
市
國
泰

寺
町
に
住
し
、
大
正
五
年
懐
徳
堂
復
興
に
よ
っ
て
聘
せ
ら
れ
て
、

堂
の
数
授
と
な
り
、
大
阪
王
出
千
本
通
五
丁
目
に
住
は
れ
た
。
學

を
講
す
る
こ
と
十
一
年
。
昭
和
二
年
二
月
病
を
披
し
、
療
養
効
な

く
、
同
年
四
月
二
十
三
日
逝
去
さ
れ
た
。
亨
年
は
五
十
七
歳
。
先

螢
の
地
明
石
市
本
立
寺
に
葬
る
。

明
石
市
本
立
寺
は
日
蓮
宗
。
奮
明
石
藩
儒
官
で
詩
名
の
い
梁

田
蜆
巖
及
び
そ
の
裔
累
代
の
墓
が
あ
る
。
松
山
先
生
の
墓
は
、
同

寺
の
螢
域
に
、
昭
和
三
年
四
月
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
一
昨
年

四
月
二
十
九
日
、
私
は
木
村
先
生
に
陪
し
て
、
堂
友
の
諸
君
と
展

墓
の
機
會
を
獲
た
。
窪
に
久
し
振
り
で
あ
る
。
戦
災
に
罹
っ
て
往

時
の
堂
塔
は
烏
有
に
蹄
し
、
境
内
は
、
未
だ
十
分
に
復
興
さ
れ
て

は
ゐ
な
か
っ
た
。
然
し
、
先
生
の
雖
は
、
柵
こ
そ
戦
時
中
に
供
出

さ
れ
て
亡
せ
て
ゐ
た
が
、
墓
碑
は
依
然
と
し
て
在
り
、
狩
野
先
生

の
筆
に
成
る
温
良
院
崇
文
春
城
日
徳
居
士
の
十
一
文
字
に
並
ん

で
、
温
静
院
妙
操
日
意
大
姉
と
朱
を
入
れ
た
夫
人
の
戒
名
が
、
鮮

か
に
誼
め
た
。

夫
人
は
名
は
市
子
、
河
野
氏
、
廣
島
市
己
斐
に
生
れ
て
、
三
井

物
産
會
祉
元
要
職
に
在
っ
た
河
野
洞
一
氏
、
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組

松
山
先
生
の
憶
ひ
出

九
七

で
知
ら
れ
た
河
野
貞
子
氏
の
姉
君
に
嘗
る
。
天
性
、
温
良
貞
淑
、

松
山
家
に
嫁
し
、
氣
六
し
い
姑
君
に
事
へ
て
、
克
＜
孝
養
を
致
さ

れ
、
先
生
が
膜
、
大
患
に
罹
ら
れ
た
際
に
は
、
邊
幅
を
修
め
ず
、

獣
身
看
護
を
つ
く
さ
れ
た
こ
と
等
、
聴
講
生
に
も
印
象
は
深
い
。

未
亡
人
に
な
ら
れ
て
、
東
京
都
赤
弱
な
る
嗣
子
、
亮
さ
ん
の
許
で

老
を
養
は
れ
て
ゐ
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
下
旬
、
老
衰
の

た
め
に
、
遂
に
死
去
さ
れ
た
。
亨
年
八
十
五
歳
。

先
年
の
束
翰
に
「
加
藤
虎
之
亮
博
士
（
廣
島
高
等
師
範
出
身
）

が
、
束
訪
さ
れ
て
、
宮
中
か
ら
の
賜
り
物
だ
と
て
、
鮮
鯛
を
贈
ら

れ
た
。
藷
誼
を
忘
れ
ず
芳
志
を
恵
ま
れ
て
、
今
更
に
追
憶
と
感
謝

と
で
一
杯
で
す
」
と
悦
び
を
報
し
て
下
さ
っ
た
の
も
、
今
や
悲
し

い
形
見
と
な
っ
た
。

松
山
先
生
は
、
風
貌
、
温
厚
篤
質
、
何
事
に
も
几
帳
面
で
、
身

形
り
も
、
常
に
、
端
正
、
坐
臥
進
退
は
物
静
か
で
、
疾
言
逮
色
は

見
ら
れ
な
い
。
平
素
駄
雛
、
戯
語
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
お
附
合

は
別
と
し
て
、
自
ら
の
生
活
は
倹
素
を
旨
と
し
、
廉
潔
を
操
守
さ

れ
た
。
強
い
責
任
感
、
固
い
意
志
の
持
主
で
、
外
は
優
々
、
内
は

剛
毅
。
自
ら
律
す
る
こ
と
謹
厳
で
あ
っ
た
の
に
、
人
に
は
寛
容

で
、
決
し
て
備
は
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
是
は
天
性
な

の
か
、
賠
た
、
修
養
工
夫
の
結
果
な
の
か
知
ら
な
い
が
、
中
々
慎

似
も
出
来
る
も
の
で
な
か
っ
た
。

親
に
孝
、
兄
弟
に
友
、
と
い
ふ
美
貼
で
は
、
先
生
の
評
判
は
餘



松
山
先
生
の
憶
ひ
出

り
に
も
名
高
い
。
狩
野
先
生
が
「
中
江
藤
樹
先
生
を
現
代
に
生
か

し
た
も
の
が
、
松
山
君
だ
よ
」
と
言
は
れ
た
。

若
い
時
、
父
君
の
喪
に
遭
は
れ
て
憾
み
多
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
°

多
く
の
書
翰
を
大
切
に
保
存
し
て
追
憶
の
資
と
さ
れ
て
ゐ
た
。
先

生
の
遊
學
中
に
受
け
ら
れ
た
、
巻
紙
に
丹
念
に
認
め
ら
れ
た
も
の

で
筐
に
滴
ち
て
ゐ
た
。

父
君
亡
き
後
は
、
一
層
母
堂
の
奉
養
に
心
を
つ
く
さ
れ
て
到
ら

ぬ
所
な
か
っ
た
。
家
人
も
親
戚
も
、
皆
範
と
し
た
と
い
ふ
。
母
堂

孝
養
に
闊
す
る
問
題
か
因
を
成
し
、
先
夫
人
と
敢
え
て
離
婚
さ
れ

た
苦
傍
も
経
瞼
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
幸
ひ
、
網
室
、
市
子
夫
人
は
先

生
の
意
を
睦
し
て
、
克
く
、
母
堂
に
事
へ
て
孝
養
さ
れ
た
の
で
、

大
に
安
堵
さ
れ
た
。

い
つ
か
、
「
結
婚
に
、
容
色
に
重
き
を
お
く
な
、
永
い
伴
侶
と

す
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
、
大
事
な
も
の
が
あ
る
よ
」
と
種
々
、

所
懐
を
陳
べ
て
訓
へ
て
下
さ
っ
た
。

堂
友
が
南
河
内
の
金
剛
寺
見
學
に
行
っ
た
時
、
私
の
母
も
お
相

伴
し
た
。
寺
の
席
上
、
先
生
御
夫
妻
か
ら
、
慇
懃
な
待
遇
を
蒙
っ

て
、
母
は
全
く
恐
縮
し
て
、
こ
の
事
を
後
々
ま
で
語
り
草
に
し
て

ゐ
た
。
こ
れ
は
、
弟
子
の
老
親
に
ま
で
心
遣
ひ
さ
れ
た
先
生
の
孝

慈
の
表
は
れ
と
思
っ
て
感
激
し
た
。

若
く
し
て
一
家
の
柱
と
な
り
、
後
、
大
學
は
出
ら
れ
た
け
れ

ど
、
母
堂
を
奉
じ
、
一
弟
雨
妹
を
擁
し
て
の
御
苦
努
は
、
大
抵
で

は
な
か
っ
た
。
外
は
講
師
の
兼
務
、
内
は
、
母
堂
の
奉
養
、
弟
妹

の
敦
育
と
い
ふ
劇
し
い
た
母
日
で
あ
っ
た
が
、
纏
て
、
弟
、
潔
さ
ん

が
蔵
苅
の
高
等
工
業
を
卒
業
。
長
妹
、
匡
子
さ
ん
は
陸
軍
々
人
町

田
氏
、
次
妹
、
玉
子
さ
ん
は
、
醤
師
宇
治
木
氏
に
嫁
が
れ
て
、
優

し
い
兄
君
の
苦
心
も
空
し
か
ら
す
美
事
に
賓
を
結
ん
だ
。

曾
て
、
そ
ん
な
懐
古
談
の
末
に
「
こ
の
間
に
、
遂
に
生
家
も
土

地
も
手
放
し
た
。
け
れ
ど
も
、
生
家
だ
け
は
、
何
と
か
取
戻
し
た

い
と
念
願
し
て
ゐ
る
が
、
欲
し
い
本
も
砥
々
、
購
え
な
い
位
だ
か

ら
、
中
々
、
急
に
は
思
ひ
通
り
に
は
な
ら
ぬ
」
と
嘆
っ
て
ゐ
ら
れ

こ。ュー
先
生
が
展
墓
の
た
め
蹄
ら
れ
る
と
、
明
石
市
の
親
戚
に
宿
泊
さ

れ
る
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
中
は
不
在
か
と
思
は
れ
る
位
、
静

か
に
、
書
見
し
た
り
、
書
き
物
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
と
い
ふ
。

家
に
在
る
時
、
夏
と
雖
も
、
袴
を
着
け
て
端
坐
さ
れ
て
、
隋
容

の
氣
色
も
な
い
。
或
る
夏
休
み
時
季
に
、

K
先
生
と
自
分
と
の

子
供
を
易
へ
て
み
や
う
と
、
お
互
に
預
け
合
は
れ
た
。
松
山
先
生

は
、
そ
ん
な
恰
好
で
、
袖
を
捲
く
る
か
、
園
扇
で
涼
を
納
れ
る
か

位
で
あ
っ
た
。

K
先
生
の
銅
夏
法
は
、
全
く
自
由
で
、
自
然
に
適

應
し
た
身
な
り
に
し
て
い
か
れ
る
と
い
ふ
の
で
、
若
い
雨
人
が
、

除
り
差
違
が
あ
る
の
で
驚
い
た
と
い
ふ
。

家
人
の
話
が
は
ず
ん
で
、
思
は
ず
、
大
磐
で
笑
ひ
こ
け
て
ゐ
る

と
、
書
齋
か
ら
手
が
な
る
。
夫
人
が
急
い
で
伺
は
れ
る
と
「
餘
り

九
八



大
盤
で
笑
ふ
な
」
と
た
し
な
め
ら
れ
た
。

玉
出
時
代
に
、
結
婚
す
る
ま
で
勤
め
て
ゐ
た
女
中
さ
ん
の
話

に
、
「
先
生
は
お
優
し
く
、
と
て
も
思
ひ
逍
が
深
い
方
で
す
、
偶

に
、
粗
相
し
ま
し
て
も
、
訓
へ
ら
れ
る
言
こ
そ
あ
れ
、
お
叱
り
を

受
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
、
私
は
聞
い
た
。

先
生
が
膿
儀
正
し
い
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

理
髪
の
時
、
職
人
が
、
ぞ
ん
ざ
い
に
、
頭
を
扱
ふ
も
の
が
あ
る
の

を
虞
れ
て
、
北
濱
の
或
る
高
級
理
髪
店
が
職
人
の
躾
が
よ
い
と

て
、
何
時
も
態
々
そ
こ
ま
で
兄
を
運
ば
れ
た
。

先
生
は
、
極
め
て
義
理
堅
く
、
薔
誼
を
重
ん
じ
故
薔
に
敦
か
っ

た
。
明
石
の
薔
藩
主
の
子
息
の
敦
導
を
託
さ
れ
た
時
、
非
常
に
繁

劇
な
間
を
さ
い
て
、
忠
誠
を
以
て
脚
ら
れ
た
。
昔
の
藩
主
、
そ
の

上
母
堂
が
仕
へ
ら
れ
た
縁
故
も
あ
っ
て
酔
し
兼
ね
ら
れ
た
の
で
あ

る。
奮
友
、
白
河
鯉
洋
さ
ん
の
歿
後
の
世
話
で
國
民
鴬
首
、
犬
養
毅

さ
ん
と
も
交
渉
し
て
、
奔
走
さ
れ
た
。

往
時
、
大
患
で
九
大
病
院
で
手
術
を
施
さ
れ
た
、
三
宅
速
博
士

に
は
、
歿
年
ま
で
挨
拶
を
怠
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

懐
徳
堂
で
の
先
生
は
講
義
の
握
嘗
は
勿
論
、
そ
の
他
、
数
務
、

運
螢
に
闊
し
て
企
劃
賓
行
に
専
念
さ
れ
倦
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
努
力

振
り
で
あ
っ
た
。
文
科
講
義
の
開
設
に
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
そ

の
主
旨
を
説
明
し
て
勘
誘
す
る
文
章
を
掲
載
さ
れ
、
一
面
理
事
者

松
山
先
生
の
憶
ひ
出

九
九

に
説
い
て
紐
費
の
醜
出
を
確
保
さ
れ
た
。
日
曜
の
朝
講
は
、
自
ら

の
休
養
を
放
棄
し
て
握
嘗
さ
れ
、
果
し
て
、
聴
講
者
が
あ
る
か
と

憂
へ
ら
れ
た
向
も
あ
っ
た
が
、
空
堂
で
も
講
ず
る
意
氣
込
み
で
開

講
さ
れ
た
。
文
科
講
義
は
経
費
の
面
で
陵
止
を
見
た
が
、
日
曜
朝

講
は
、
先
生
の
お
蔭
で
よ
く
績
き
、
固
定
し
た
人
々
が
熱
心
に
榮

ん
で
聴
講
し
た
。
静
か
な
日
曜
の
朝
、
廣
い
講
堂
で
聖
賢
の
道
を

聴
く
。
こ
の
雰
園
氣
に
浸
っ
た
者
は
、
今
で
も
忘
ら
れ
な
い
。

堂
の
催
し
に
は
常
に
権
威
あ
る
學
者
の
束
講
を
次
々
に
績
け
る

こ
と
が
出
来
て
、
宛
然
、
京
都
大
學
の
夜
間
敦
室
の
観
を
呈
し
て

ゐ
た
。
京
都
か
ら
大
阪
へ
の
距
離
は
あ
り
、
時
刻
は
休
養
時
の
夜

間
、
聴
衆
の
雑
多
な
こ
と
等
、
出
講
の
先
生
に
も
勘
か
ら
ぬ
迷
惑

で
あ
る
の
に
、
斯
く
も
應
諾
を
得
た
裏
に
は
、
狩
野
内
藤
雨
顧
問

の
斡
旋
の
力
が
あ
る
。
併
し
、
又
、
松
山
先
生
が
穏
譲
を
つ
く
し

て
、
而
も
根
氣
よ
く
懇
請
さ
れ
た
、
十
年
一
日
の
如
き
熱
誠
、
粘

り
腰
の
御
蔭
も
大
き
い
。
先
生
が
上
京
さ
れ
る
時
は
常
に
手
辮
営

持
参
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
も
堂
費
の
節
約
を
考
慮
し
て
ゐ
ら
れ

た
。
狩
野
先
生
は
「
中
々
、
出
束
な
い
こ
と
だ
よ
、
君
達
有
難
く

思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
訓
へ
ら
れ
た
。

折
目
正
し
い
先
生
に
、
初
め
は
と
り
つ
き
難
く
、
聯
か
畏
敬
し

て
ゐ
た
聴
講
生
も
、
春
風
の
如
く
穏
か
な
そ
の
人
柄
に
、
い
つ
し

か
惹
き
つ
け
ら
れ
て
行
っ
た
。
適
々
吉
田
先
生
の
支
那
留
學
に
よ

っ
て
生
じ
た
事
務
上
の
人
手
不
足
の
手
博
も
あ
っ
て
、
若
干
の
聴



松
山
先
生
の
憶
ひ
出

講
生
は
、
俄
か
に
先
生
に
接
す
る
機
會
が
繁
く
な
り
、
親
炎
の
度

は
、
段
々
深
ま
っ
て
束
た
。

こ
れ
に
依
り
て
、
堂
の
諸
行
事
の
一
切
に
は
、
先
生
が
周
到
な

指
導
に
由
っ
て
、
諸
生
は
渾
然
一
證
と
成
っ
て
、
奉
仕
の
役
務
に

従
事
す
る
に
至
っ
た
。

凶
事
は
別
と
し
て
、
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
の
孔
子
祭
、

論
語
義
疏
の
校
刊
等
は
意
義
深
い
思
い
出
の
一
は
敷
ふ
べ
き
だ
。

先
生
が
日
常
、
徳
性
の
涵
養
、
賓
践
に
重
き
を
お
き
、
身
を
以

て
範
を
垂
れ
て
居
ら
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
、
諸
生
の

讀
書
力
の
養
成
に
就
て
も
心
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
欲
す
る
者
に
は
何

時
で
も
指
導
を
吝
ま
ず
、
更
に
奨
勘
さ
れ
た
。

若
い
聴
講
者
が
輪
讀
會
を
や
る
に
就
て
、
小
講
堂
の
使
用
許
可

を
願
ひ
出
た
時
、
直
に
そ
の
請
を
容
れ
、
御
自
身
も
朝
講
の
後
の

お
疲
れ
も
忘
れ
て
、
指
適
し
て
下
さ
っ
た
。
日
曜
の
朝
、
朝
講
を

聴
き
終
る
と
直
後
、
二
時
間
位
、
輪
讀
し
て
勝
手
な
熱
を
上
け
て

ゐ
る
の
に
お
つ
き
合
を
、
先
生
の
歿
年
ま
で
績
け
て
下
さ
っ
た
。

又
、
好
む
者
に
は
、
唐
本
白
文
の
書
籍
を
私
費
で
講
ひ
輿
へ
ら

れ
、
先
、
つ
、
句
讀
を
き
れ
と
命
せ
ら
れ
た
。
記
憶
に
よ
る
と
東
塾

讀
書
記
、
朱
子
年
譜
、
経
學
通
論
等
を
戴
い
た
。
自
信
が
な
い
の

で
、
先
づ

2
B
の
鉛
筆
で
、
句
諮
を
つ
け
て
看
て
載
く
と
い
ふ
心

細
さ
で
あ
っ
た
。
今
川
せ
い
、
高
砂
清
一
雨
君
の
著
し
い
進
況
を

見
せ
て
来
た
の
も
こ
の
提
掴
の
賜
物
だ
。

夜
の
講
義
が
す
む
と
、
大
抵
九
時
頃
に
な
る
。
先
生
は
本
町
二

丁
目
か
ら
難
波
行
の
市
電
を
利
用
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
山
本
君
と
私

と
は
、
時
々
電
車
に
乗
ら
れ
る
迄
お
伴
し
た
。
或
る
年
、
丁
度
今

上
陛
下
の
御
帥
位
式
の
奉
祝
で
町
中
賑
っ
た
。
そ
れ
で
踊
を
観
ま

せ
う
と
二
人
が
言
ひ
だ
し
て
、
松
屋
町
か
ら
盛
り
場
を
通
っ
て
難

波
ま
で
御
供
し
て
廻
っ
た
。
奉
祝
踊
、
山
車
屋
憂
、
町
飾
り
で
、

俗
め
き
亘
っ
た
道
筋
の
雑
踏
を
ニ
コ
ニ
コ
観
て
ゐ
ら
れ
た
。
そ
の

中
で
、
二
井
戸
の
古
本
屋
の
前
に
立
っ
た
ら
、
先
生
は
架
上
の
書

名
を
一
々
指
摘
し
て
、
そ
の
内
容
を
、
筒
箪
に
説
明
し
て
下
さ
っ

た
。
後
日
、
こ
の
夜
の
踊
見
物
に
つ
い
て
、
或
る
聴
講
生
の
故
老

か
ら
「
先
生
に
封
し
て
失
匿
だ
」
と
叱
ら
れ
た
。
し
か
し
、
嘗
の

先
生
は
、
御
蹄
宅
後
「
今
日
は
賑
や
か
な
巷
の
行
事
を
見
物
し
て

廻
っ
て
遅
く
な
っ
た
」
と
愉
快
さ
う
に
家
人
に
語
ら
れ
た
由
。

昭
和
二
年
二
月
、
御
病
氣
だ
と
て
、
珍
し
く
先
生
が
鋏
講
さ
れ

た
。
引
籠
っ
て
静
養
さ
れ
た
が
、
病
は
一
向
に
怠
ら
な
い
。
聴
講

生
も
漸
く
不
安
に
な
っ
て
束
た
の
で
、
苦
し
い
時
の
誹
頼
み
と
い

ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
先
生
に
叱
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
と
、
吉

、
、
、

田
清
徳
と
い
ふ
老
人
は
、
土
清
め
を
や
っ
た
。
そ
れ
は
松
山
家
の

人
が
、
無
言
で
豊
後
町
ま
で
通
っ
て
書
庫
や
生
壻
の
土
を
清
め
る

の
で
あ
る
。
そ
ん
な
迷
信
は
、
如
何
な
も
の
か
と
知
卑
楚
し
て
ゐ
た

人
が
、
石
切
誹
祉
の
御
祈
蒻
が
よ
い
と
言
ひ
出
し
て
来
た
。
そ
こ

で
野
口
幸
雄
さ
ん
と
私
と
が
、
先
生
の
肌
衣
を
拝
借
し
て
、
生
駒
山

1
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麓
の
石
切
紳
祉
に
詣
で
た
。
石
切
町
長
小
松
氏
が
、
私
の
故
祖
な

の
で
、
こ
の
人
か
ら
誹
祉
の
誹
官
、
木
積
さ
ん
に
紹
介
し
て
貰
っ

て
、
特
別
の
祈
蒻
を
請
ふ
た
。
「
木
積
家
は
藤
戸
寛
齋
と
い
っ
て
葛

懐
徳
堂
の
門
人
の
家
柄
で
す
か
ら
」
と
木
積
さ
ん
は
、
入
念
に
祈

祠
さ
れ
て
、
謹
符
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
れ
を
御
届
け
に
行
っ
た
ら
、

御
病
床
に
通
さ
れ
て
「
格
別
の
心
費
ひ
誡
に
有
難
う
。
」
と
、
大
患

の
悩
み
も
知
ら
ぬ
氣
に
落
ち
つ
い
て
ゐ
ら
れ
、
却
て
恐
縮
し
た
。

ど
う
か
早
く
御
回
春
を
と
皆
が
願
っ
て
ゐ
た
が
、
病
は
遂
に
革

っ
た
。
死
期
を
覺
ら
れ
て
か
、
意
識
の
確
か
な
裡
に
遣
言
を
す
る

と
て
、
家
人
を
集
め
ら
れ
た
時
、
太
田
勘
兵
術
さ
ん
も
立
會
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
落
つ
い
た
平
常
の
口
調
で
、
丁
重
な
御
挨
拶
を
戴
い

て
恐
縮
し
た
太
田
さ
ん
が
、
後
で
語
っ
て
く
れ
た
。
「
死
生
を
超

越
す
る
と
か
、
大
悟
徹
底
と
か
は
先
生
の
今
の
御
心
境
を
い
ふ
の

か
な
あ
。
昔
、
祠
を
學
ば
れ
た
故
計
り
で
は
な
い
。
矢
張
り
長
い

御
修
養
を
積
ま
れ
た
成
果
と
い
ふ
の
で
あ
ら
う
か
、
唯
々
、
御
立

派
と
申
上
げ
る
外
な
い
な
あ
」
と
、
感
嘆
し
て
ゐ
た
。

太
田
さ
ん
は
、
そ
の
在
世
中
、
年
に
一
度
は
、
必
ず
明
石
本
立

寺
へ
展
幽
に
行
く
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
太
田
さ
ん
の

面
目
が
躍
如
と
し
て
ゐ
る
。

松
山
先
生
は
古
く
か
ら
狩
野
先
生
に
親
炎
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
音

同
學
の
先
輩
、
堂
の
顧
間
と
い
ふ
だ
け
で
は
な
い
。
全
く
、
兄
事

し
て
ゐ
ら
れ
た
し
、
狩
野
先
生
し
亦
格
別
な
厚
誼
を
以
て
酬
ら
れ

松
山
先
生
の
悴
ひ
出
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て
ゐ
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
西
村
先
生
の
詩
に
、
経
師
不
易

況
人
師
、
懐
徳
堂
中
有
表
儀
と
松
山
先
生
を
詠
ま
れ
た
句
が
あ
る

が
、
狩
野
先
生
は
松
山
君
は
、
天
が
懐
徳
堂
の
た
め
に
こ
し
ら
へ

た
や
う
な
人
だ
と
我
々
に
訓
へ
ら
れ
た
。
又
、
狩
野
先
生
は
、
松

山
先
生
の
病
朕
を
憂
へ
ら
れ
て
、
京
大
の
者
宿
た
る
三
人
の
國
手

の
往
診
を
斡
旋
さ
れ
た
り
、
先
生
歿
後
の
後
事
に
ま
で
、
一
方
な

ら
ぬ
配
慮
を
つ
く
さ
れ
て
、
美
し
い
厚
誼
の
一
端
は
、
よ
く
窺
ふ

こ
と
が
出
束
る
。

f

懐
徳
堂
の
聴
講
生
の
中
に
は
内
村
九
一
、
白
井
久
吉
、
酒
井
全

太
郎
の
諸
兄
の
如
き
、
豊
か
な
詞
藻
の
持
主
が
あ
っ
た
。
殊
に
内

村
さ
ん
は
京
大
の
嘱
託
で
あ
っ
た
内
村
邦
蔵
さ
ん
の
甥
で
、
詩
も

書
も
垢
ぬ
け
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
先
生
か
ら
は
詞
章
の
習
作
に

つ
い
て
、
率
先
指
禅
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
年
を
椴
さ
ば
、

或
は
ど
う
な
っ
て
ゐ
た
か
は
知
ら
ぬ
。
先
生
の
歿
後
、
吉
田
先
生

が
晩
年
岡
山
源
六
先
生
と
勝
め
ら
れ
た
、
詩
會
に
二
三
子
が
加
は

っ
て
ゐ
た
位
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
、
生
束
の
鈍
オ
で
、
詞
章
な
ど
到
底
作
る
柄
で
は
な
い
。

唯
、
懐
徳
堂
に
於
て
或
る
威
厳
と
品
格
と
を
以
て
、
一
種
の
清

高
、
厳
粛
な
氣
風
の
許
に
、
旦
け
暮
れ
、
明
道
・
敦
化
に
勤
し
ま

れ
た
松
山
先
生
の
菅
咳
に
接
し
て
、
そ
の
高
徳
深
情
に
浴
し
、
少

し
く
文
學
を
解
し
、
聯
か
道
を
聴
く
こ
と
の
出
束
た
こ
と
を
、
此

上
な
い
倖
せ
者
だ
と
感
謝
し
て
ゐ
る
。



財
津
愛
象
先
生
の
思
い
出

松
山
先
生
が
逝
か
れ
て
、
こ
こ
に
四
十
年
。
去
る
も
の
は
日
に

疎
し
と
は
い
ふ
が
、
敷
々
の
憶
ひ
出
は
、
猶
新
た
な
る
も
の
が
あ

大
阪
高
等
學
校
に
勤
め
ら
れ
て
い
た
財
津
先
生
に
、
私
が
學
生

と
し
て
學
ん
だ
の
は
、
昭
和
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
頃
で
あ

っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
嘗
時
、
中
國
哲
學
を
専
攻
す
る
こ
と
な

ど
夢
に
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
私
に
、
先
生
に
つ
い
て
語
る
資
格

は
全
く
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
こ
の
年
令
の
學
生
に
共
通

す
る
特
徽
と
し
て
、
自
分
は
學
力
を
も
た
な
い
く
せ
に
、
先
生
の

學
問
熱
の
高
低
を
本
能
に
讀
み
と
る
直
感
力
だ
け
は
、
ど
う
や
ら

備
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
本
能
的
な
直
惑
に
よ
る
と
、
財

津
先
生
は
人
な
み
は
ず
れ
た
學
問
好
き
の
方
で
あ
り
、
そ
の
學
間

の
深
さ
は
底
が
知
れ
ぬ
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
漠
學

と
い
う
も
の
は
、
大
愛
な
努
力
と
年
月
と
を
必
要
す
る
も
の
だ
と

い
う
印
象
を
強
く
受
け
た
が
、
そ
の
こ
と
は
私
を
い
よ
い
よ
漠
學

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
役
立
っ
た
。

後
年
、
思
い
も
か
け
ず
中
圏
哲
學
を
専
攻
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
ま
す
ま
す
先
生
の
學
問
の
豊
か
さ
を
痛
感
し
、
自
分
の

財
津
愛
象
先
生
の
思
い
出

森

る
。
脈
絡
も
な
い
こ
の
一
文
は
、

昭
和
四
十
一
年
八
月
晦

三

樹

即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

不
適
格
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。
あ
る
と
き
、
こ
の
こ

と
を
恩
師
の
小
島
祐
馬
先
生
に
申
上
げ
た
と
こ
ろ
、
「
高
等
學
校

の
先
生
に
し
て
お
く
の
は
惜
し
い
人
だ
」
と
、
も
ら
さ
れ
た
。
財

津
先
生
の
學
問
の
具
臆
的
な
内
容
を
知
る
機
會
を
逸
し
た
こ
と

は
、
生
涯
の
痛
恨
事
の
―
つ
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

思
え
ば
、
先
生
の
學
問
と
、
私
の
そ
れ
と
の
間
に
あ
る
落
差

は
、
そ
の
ま
ま
明
治
育
ち
の
漠
學
者
と
、
大
正
昭
和
の
育
ち
の
支

那
學
者
と
の
間
に
あ
る
落
差
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
少
年
時
代

か
ら
素
讀
に
親
し
ん
で
き
た
人
と
、
横
文
字
好
き
の
素
人
か
ら
轄

業
し
た
も
の
と
で
は
、
も
と
も
と
比
較
す
る
こ
と
が
無
理
で
あ

る
。
近
ご
ろ
、
新
制
大
學
生
の
漢
文
讀
解
力
の
低
下
が
歎
か
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
一
そ
う
甚
だ
し
い
低
下
が
、
過
去
に
お
い

て
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

財
津
先
生
が
京
都
大
學
を
出
ら
れ
た
嘗
時
に
は
、
高
等
師
範
學

校
を
紐
由
し
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
先
生
も
そ
の
一

1
0
 

二

郎




